
宮崎県公立高校入試徹底分析【社会】
【形式・難易度】
試験時間 50分 配点 100点

問題構成

大問４題。地理・歴史・公民の分野ごとに大問各１題と3分野融合問題が一題。

地理は，世界地理分野で13点，日本地理で16点。合計29点。

歴史は，原始から近世分野で14点，近代から現代分野で15点。合計29点。

公民は，政治分野から14点，経済分野から14点。合計28点。三分野融合問題から14点分出題された。

論述問題が５問と大幅に減少し，配点も20点となった。過去五年で最少の配点である。

令和５年度(2023) 令和４年度(2022) 令和３年度(2021) 令和２年度(2020) 平成31年度(2019)

問題量（A４で） 14ページ分 14ページ分 14ページ分 14ページ分 14ページ分

小問数 36問 33問 42問 42問 42問

論述問題の数 ５問 ９問 13問 13問 12問

論述問題配点 20点 30点 51点 52点 57点

合格者平均点 62.0点 59.5点 52.7点 53.3点 55.7点

【出題の傾向と対策】
① 論述問題は三分野とも穴埋め形式のものが多く出題され，複数の資料を読み取り，空欄に入る内容を考え

る問題が多い。資料の内容をまとめて，答えを書く練習をする。近年では，当てはまる内容を選択肢から
選ぶ問題が増加している。



② 歴史分野では，日本の歴史と世界の動きに関する問題が例年出題されている。

③ 公民分野では時事的な内容や身近なテーマ，社会的な課題からの出題がよく見られる。


